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　ボックス＝ジェンキンス法は，時系列データの対数
変換や平方根変換を行って定質非定常プロセスを確保
したうえで，1．原データの階差変換，2。モデルの予備
的同定，3．モデルのパラメータの推定，4．モデルの妥
当性の診断，という手順によってモデル構築を行う。
1991年度前半においては，このうち，時系列モデルの
同定プロセスについて調べられた。
　原データが階差変換された後で，データの自己相関
関数と偏自己相関関数の形状にもとついて，モデルが
予備的に同定される。自己相関関数は，AR（p）モデ
ルでは徐々に減衰していぎ，MA（q）モデルではラ
グqの後で切断されてゼロになり，ARMA（p，　q）モ
デルでは徐々に減衰していく，という特徴をもってい
る。これに対して偏自己相関関数は，ラグpの後で
切断されてゼロになり，MA（q）モデルとARMA
（p，q）モデルでは徐々に減衰していく，という特徴
をもっている。この結果，両相関関数の形状を見て，
モデルを同定できるのである。
　以上のような研究の結果は，『経営論集（明治大学）』
（1991年3月）において，「ボックス＝ジェンキンス法
による時系列モデルの同定一年次利益研究のために
一」として発表された。
　しかしながら，こうした研究は，日本企業の実際の
データを適用するための準備作業である。そこで本年
度の後半においては，主として，実際の時系列データ
を入手する作業が行われた。種々の年次データは，日
本銀行統計局『本邦主要企業経営分析調査』（昭和32
年度下期分および昭和33年度下期分）および『主要企
業経営分析』（昭和34年度下期から平成2年度まで）
より34年間分について採録された。
　まず，取り上げた業種であるが，『主要企業経営分
析』（平成2年度）で示された小分類中昭和32年度下
期分から一貫して存在していて，企業数が多く，中分
類の中にいくつか存在している場合にはその中の1業
種だけ取り上げる，という基準により，「綿紡績業」
と「百貨店」を選択した。またこれら二つの業種に続
いて企業数が多く，中分類業種平均データと小分類業
種平均データとの比較ができるようにということで
「医薬品製造業」，現在の日本の代表的産業であるとい
うことで「自動車製造業」を取り上げることにした。
さらに，中分類からは，外国における過去の研究と比
較できるという理由から，「食料品製造業」「化学工業」
「鉄鋼業」を扱うことにした。三つのうち「化学工業」
は，「医薬品製造業」と中小類対小分類の対比ができ
るという利点もある。以上の結果，小分類4業種，中
分類3業種，合計7業種が選び出された。
　収集した年次時系列データは，年次利益に関するデ
ータとそれに影響を与える原価に関するデータとに大
別される。年次利益データは，売上総利益，営業利
益，経常利益という3種類の絶対額，および売上高売
上総利益率，経営資本営業利益率，総資本経常利益率
という3種類のデフレートされた年次利益を取り上げ
ることにした。また原価データについては，売上高売
上原価率，売上高販売費一般管理費率，売上高減価償
却費率，売上高金融費用率という4種類のデフレート
された原価データを選択した。デフレートされたデー
タについては，絶対額を『本邦主要企業経営分析調査』
および『主要企業経営分析』より採録し，LOTUSI－
2－3というソフトにより計算した。
　本年度の後半に7業種の10種類の年次データが得ら
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れたので，次年度は，これらのデータを使用して，ボ
ックス＝ジェンキンス法により時系列モデルを構築す
る予定である。
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